
 
 
 

ニュース 

憲法九条の改悪に反対します。イラクの自衛隊撤退を求めます！  

なんでも生活相談を受けています。連絡は議員団まで 
ＴＥＬ ８０３－１０００（４３７０・４３７１） 
ＦＡＸ ２３４－９３８８ 

   

「
合
併
に
反
対
す
る

会
」
が
発
足 

四
月
二
十
八
日
（
水
）、
住
民

に
よ
る
岡
山
市
・
灘
崎
町
・
御
津

町
の
合
併
（
県
南
政
令
市
構
想
）

に
反
対
す
る
会
が
発
足
し
ま
し

た
。 玉

野
市
が
合
併
に
加
わ
ら
な

い
と
決
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

二
月
議
会
で
、
法
定
協
議
会
の
設

置
案
が
強
行
採
決
さ
れ
、
す
で
に

四
月
十
三
日
に
第
一
回
の
法
定

協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
タ

イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
、
来
年

の
三
月
に
は
新
市
が
ス
タ
ー
ト

す
る
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。
萩

原
市
長
は
あ
ま
り
に
も
拙
速
な

進
め
方
で
市
民
不
在
の
合
併
を

行
お
う
と
し
て
い
ま
す
。 

そ
の
ね
ら
い
は
、
合
わ
せ
て

二
，
〇
〇
〇
億
と
い
わ
れ
て
い
る

西
口
再
開
発
、
操
車
場
跡
地
開
発

を
行
う
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。 

合
併
に
反
対
す
る
会
で
は
灘

崎
町
や
御
津
町
を
小
さ
く
て
も

キ
ラ
リ
と
光
る
町
に
し
よ
う
！

と
一
緒
に
運
動
を
す
す
め
る
こ

と
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。 

今後のスケジュール 
５月２０日（木）  臨時議会 

２１日（金） 民主団体懇談会 
２３日（日） 福祉オンブズマン総会 
２６日（水） 日本共産大演説会（武道館）

３０日（日） 岡山市地域人権連絡会発足 
６月 ２日（水）  常任委員会 

７日（月）  生活・法律相談（高島公民館）

９日（金）  ６月議会 
２４日（木） 参議院選挙公示 
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憲
法
で
保
障
さ
れ
た 

「
義
務
教
育
の
無
償
」
の

実
現
を 

就
学
援
助
の
申
請
時
期
が
近

づ
い
て
い
ま
す
。
小
・
中
学
校

の
教
育
は
経
済
的
な
理
由
に
依

ら
ず
、
ど
の
子
も
等
し
く
受
け

る
権
利
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し

実
際
に
は
修
学
旅
行
費
、
給
食

費
な
ど
、
合
わ
せ
て
か
な
り
の

負
担
が
あ
り
、
安
心
し
て
教
育

を
受
け
ら
れ
な
い
状
況
が
生
ま

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
と

き
に
制
度
の
利
用
者
を
年
々
減

ら
し
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
が

強
ま
っ
て
い
ま
す
。
申
請
を
す

れ
ば
制
度
の
利
用
が
で
き
る
よ

う
求
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

「
子
育
て
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
」
の
策
定 

岡
山
市
は
〇
歳
か
ら
十
八

歳
ま
で
の
子
育
て
を
支
援
す

る
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策

定
し
ま
し
た
。 

十
一
月
議
会
で
の
質
問
戦

で
①
子
ど
も
の
二
十
四
時
間

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
相
談
）
の

開
設
②
メ
デ
ィ
ア
漬
け
子
育

て
解
消
の
た
め
に
『
子
育
て

の
し
お
り
』（
７
月
改
訂
）
に

「
二
歳
ま
で
は
ビ
デ
オ
・
テ

レ
ビ
視
聴
を
控
え
る
」
な
ど

啓
発
す
る
内
容
を
入
れ
る
こ

と
、
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

と
地
域
の
み
な
さ
ん
に
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
こ
の
公
園
建
設

を
め
ぐ
っ
て
一
億
円
の
疑

惑
が
浮
上
し
て
い
ま
す
。
岡

山
市
（
公
社
）
が
建
設
業
者

か
ら
公
園
を
約
二
億
円
で

購
入
し
た
の
に
対
し
、
地
権

者
に
渡
っ
た
金
額
と
公
園

と
し
て
整
備
す
る
の
に
か

か
っ
た
金
額
が
合
わ
な
い
、

と
い
う
も
の
で
す
。
土
地
代

に
な
る
は
ず
の
一
億
七
，
〇

〇
〇
万
の
う
ち
一
億
円
近

い
お
金
は
ど
う
な
っ
た
の

か
？
疑
惑
は
ふ
く
ら
む
ば

か
り
で
す
。 

四月十五日の年金改悪反対行動、
いなば泰子も参加しました。 

穝
東
町
公
園
用
地
代
の

う
ち
一
億
円
は
ど
こ

に
？ 穝

東
町
に
新
し
く
作
ら

れ
た
公
園
は
、
盆
踊
り
な
ど

で
集
え
る
場
所
が
で
き
た
、



いなば泰子市会議員のホームページ http://www.joy.hi-ho.ne.jp/inaba129m/ 

 

◇◆「乳幼児医療費」につ

いての審議会答申では、

「４歳未満まで無料に」と

いうことだそうですね。今

までは３歳未満でしたから、子育て中の方々

乳幼児医療費の無料化 
をすすめてください 

には朗報です。それでも岡山市は、まだ県下

で最低の方でしょう。 
稲葉さん今後も子どもを大切にする方向

でがんばってください。６月議会で答申が通

ることを期待しています。    （Ｇ） 

 
 

      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
              
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
         （２）いなば泰子ニュース 第19号2004年5月 

四
月
九
日
夜
、
夜
間
（
午
後
九
時
二
十
分
〜
午
前
七

時
）
無
人
化
さ
れ
た
高
島
駅
を
「
よ
く
す
る
準
備
会
」

有
志
が
見
に
行
き
ま
し
た
。 

車
椅
子
の
方
の
た
め
の
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
が
あ
り
ま

す
が
、
係
の
人
が
い
な
い
の
で
役
に
た
ち
ま
せ
ん
。
昼

間
な
ら
駅
員
さ
ん
に
頼
ん
で
、
手
伝
っ
て
も
ら
え
る
の

で
す
が
。 

九
時
半
〜
十
時
頃
に
岡
山
か
ら
二
本
、
電
車
が
到
着

し
て
、
仕
事
帰
り
の
人
が
ど
っ
と
降
り
て
き
ま
し
た
。

定
期
の
人
が
多
い
の
で
し
ょ
う
、
皆
さ
ん
そ
の
ま
ま
改

札
口
を
通
り
す
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
時
間
帯
は
人

の
出
入
り
が
多
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

駅
に
隣
接
し
て
い
る
駐
輪
場
で
は
、係
の
方

が
料
金
所
に
最
終
電
車
ま
で
一
人
お
ら
れ
る

そ
う
で
す
。
そ
れ
で
も
「
駅
員
が
い
な
い
時
間

は
少
々
不
安
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

無
人
の
時
間
帯
に
も
多
く
の
人
た
ち
が

乗
り
降
り
す
る
高
島
駅
、
今
後
の
安
全
面
は

大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
。 

 

夜
は
無
人
に
な
っ
た
高
島
駅 

 
 

 
 
 
 
 

貝
殻
山
を
歩
く 

山
歩
き
の
会 

四
月
十
八
日
（
日
）「
山
歩
き
の
会
」
で
、

貝
殻
山
に
出
か
け
ま
し
た
。
九
時
、
高
島

事
務
所
に
集
合
し
車
で
宮
浦
へ
。
登
山
道

入
り
口
か
ら
約
四
十
分
、
途
中
で
ワ
ラ
ビ

な
ど
摘
み
な
が
ら
、
新
緑
の
木
々
の
中
を

ゆ
っ
く
り
と
登
り
ま
し
た
。
ツ
ツ
ジ
も
満
開
で
、
私
た

ち
を
歓
迎
し
て
く
れ
ま
し
た
。
頂
上
で
稲
葉
市
議
な
ど

と
合
流
、
弁
当
を
広
げ
て
懇
談
。
私
は
、
も
っ
ぱ
ら
ス

ケ
ッ
チ
に
専
念
し
ま
し
た
。
帰
り
に
、
ワ
ラ
ビ
を
ポ
ン

酢
で
食
べ
る
と
お
い
し
い
と
聞
き
、
摘
ん
で
帰
っ
た
ワ

ラ
ビ
を
さ
っ
と
料
理
、
酒
菜
に
な
り
ま
し
た
。 

 

（
昭
）

岡
山
市
中
島
の
県
道
竹
田
・
升
田
線
建
設
予
定
地

で
、
県
・
文
化
財
発
掘
調
査
セ
ン
タ
ー
が
発
掘
調
査

を
し
て
い
ま
す
。
柱
の
跡
や
出
土
品
な
ど
一
三
〇
〇

年
頃
（
鎌
倉
後
期
）
の
も
の
で
、
集
落
が
あ
っ
た
よ 

 

う
で
す
。（
調
査
結
果
は
、
後
日
に
説
明
会
） 

こ
の
県
道
予
定
地
に
は
、
一
五
六
六
年
の

明
禅
寺
合
戦
で
活
躍
し
た
大
地
主
、
中
島

氏
の
城
跡
が
あ
り
ま
す
。
一
九
三
四
年(

㍼

九
年)

の
旭
川
氾
濫
の
時
に
流
れ
て
き
た

木
材
で
作
っ
た
と
い
う
公
会
堂
も
あ
り
ま

し
た
が
、
県
道
建
設
に
伴
っ
て
移
転
す
る

こ
と
に
な
り
壊
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

1998 年 4 月、津島学区で「生き生きとした

老後を送るためにーどうなる年金、医療、介護、

福祉」というシンポジュウムを開いたのを契機

に｢津島をよくする会｣が結成されました。 

同年11月、この会を続けるために学区内の

５団体（年金者組合、医療生協、新婦人、明生

会、日本共産党）で実行委員会をつくりました。

2001 年 6 月、第５回集会で「ハンセン病の昔

と現在」を上映した時から平和委員会が参加

し、６団体になりました。 

02年3月 に総会を開き、会則を決定して正

式に「津島をよくする会」が発足しました。以

後、それぞれの時期に合わせたテーマの集会を

計画し実施してきました。この５月９日に実行

委員会、６月13日には年金問題を中心に集会

を開く予定です。みなさん、ぜひ参加してくだ

さい。  （津島本町、平和委員会・三宅克幸） 


